
  

答えは下にあります 

正解：① 早春の花粉飛散開始と皮膚バリア機能低下 

② 気温上昇による細菌繁殖 

③ 消化酵素の分泌低下 

 

 

 

まだ寒い 2月ですが、すでにスギなどの花粉が飛散し始めます。 

皮膚バリアが弱っていると、かゆみ・赤み・足舐め・涙目など 

症状が出やすくなります。 

散歩後の拭き取り、環境ケア、保湿など、 

皮膚バリアを守るケアが予防につながります。 

 

  花粉は２月から増加 
 


